
１．はじめに

第25回日本気象学会夏期特別セミナー（2013年度気

象・海洋夏の学校）は，2013年９月６日（金）から８

日（日）までの２泊３日で，福島県の国立磐梯青少年

交流の家において，東北大学が主幹校となって開催さ

れました．この夏の学校は，全国の若手研究者がそれ

ぞれの研究について議論を交わし視野を広げ，親睦を

深めることを目的に毎年開催されている行事です．内

容は招待講演，学生による口頭発表およびポスター発

表，ならびに懇親会となっています．今回は，海洋若

手会も東北大学が主幹校であったため，2009年度の東

京大学以来２度目の気象海洋合同による夏の学校とな

りました．そのため，全国から約130名の参加があり

ました．気象と海洋それぞれの分野の方々と３日間を

通じて交流することができ，非常に有意義なものとな

りました．

２．招待講演

今回は気象と海洋それぞれの分野から計５名の方

に，研究者としての生き方から最新の研究まで，非常

に幅広いテーマで講演していただきました．現在研究

に励んでいる学生のみならず，これから研究に没頭し

ていく学部生にとっても，今後の進路の参考になる有

益な機会であったと思います．以下が講演者および講

演要旨となります．

○稲飯洋一（京都大学生存圏研究所ミッション専攻研

究員）

稲飯先生には，「空と観測のあいだに」と題し，こ

れまでの研究成果は勿論，船舶や南極・昭和基地での

観測などご自身の経験を交えながら，研究者として生

きていく魅力をご講演いただきました．博士課程進学

後に何度も自信を喪失し，諦めそうになりながらも，

毎晩撮り溜めしたビデオを観てモチベーションを上げ

て乗り越えたエピソードはほとんどの学生が共感した

のではないかと思います．また，家庭菜園で育て巣

立っていくテントウムシのように身近なところから観

測・観察し，面白みを味わうことが自然科学者の第一

歩であることをお話しされていました．

○杉本志織（北海道大学大学院地球環境科学研究院博

士研究員）

杉本先生には，「チベット高原研究の魅力」と題し，

現在のチベット研究に至るまでの紆余曲折をご自身の

貴重な経験を交えてご講演いただきました．もともと

チベットには興味はなく，当時の指導教員からの勧め

で始めたものの，実際にそのチベットの地に赴いて自

然の偉大さに圧倒され，感動したことをきっかけにチ

ベット研究に本気で向き合うようになられたお話が印

象的でした．気さくな話し方で，学生からの質問も多

く，気象の学生も，海洋の学生も得るものが多くあっ

たのではないかと思います．

○岡 英太郎（東京大学大気海洋研究所准教授）

岡先生には，研究の話ではなく研究者として生きて

いく上で必要である，人との繋がりの重要性・挨拶の

大切さについてご講演いただきました．ご自身の学部

生・院生時代を振り返りながら，若いうちにしかでき

ないことを積極的に，というすべての学生に共通する

教えを説いていただきました．

○川村 宏（東北大学大学院理学研究科大気海洋変動

観測研究センター教授）

川村先生には，「バルクからスキンへ，そして海面
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へ」と題し，地球観測システムの急速な発達により，

客観解析の品質が格段に向上し，数値モデルによる大

気海洋変動予測精度が飛躍的に向上してきた一連の経

緯についてご講演いただきました．そして，次の世代

が担っていくべき役割や，現在深刻な問題になってい

る放射能汚染にまで論を展開され，全員が関心を持っ

て聴講していました．

○岩崎俊樹（東北大学大学院理学研究科流体地球物理

学講座教授）

岩崎先生には，「温位座標に基づく大気大循環

～MIM の世界～」と題し，ご自身の学生生活のお話

に始まり，現在に至るまでの研究内容について熱く

語っていただきました．従来の等圧面上での大気大循

環に対し，断熱保存量である温位を用いた自然な表現

を示されていました．また，ご自身が開発された

MIM（等温位面上での質量加重付東西平均）に基づ

いた，大気微量成分の子午面輸送やエネルギー変換の

解析など分かりやすくお話しいただきました．多数の

学生から質問が挙がり，時間を忘れるほど活発な議論

がなされていたのも印象的でした．

３．一般講演

夏の学校２日目の午前には，参加者自身が自分の研

究成果を発表する一般講演を行いました．今回の発表

件数は，口頭発表８件，ポスター発表21件と例年以上

に多くの発表がなされただけでなく，その内容も多岐

に渡っていました．また，質問が絶えず飛び交い，活

発な議論がなされていました．

４．企画

若手研究者同士の親睦を深めるために，夜には懇親

会を行いました．毎年恒例の研究室紹介では，２分程

度という制約はありましたが，どの研究室も個性あふ

れる非常にハイレベルな紹介に，参加者一同大いに盛

り上がりました．また，２日目の夜に開催された立食

形式の懇親会では，食事をしながら多くの方と交流す

る機会が得られたと思います．懇親会の後も，講師の

方も含めて気象と海洋の分野を越えた交流，熱い議論

が夜遅くまで続きました．

2014年２月

第１図 集合写真

第２図 学生発表の様子
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５．おわりに

この度は，夏の学校にご参加いただいた皆様，また

企画・運営にご協力いただいた皆様に感謝申し上げま

す．そして，本年度も日本気象学会から資金を援助し

ていただきました．この場を借りて厚く感謝申し上げ

ます．

2014年度の夏の学校は北海道大学に引き継ぐことに

なります．次回の夏の学校も，これから入ってくる新

たな若手研究員を含め，運営側と参加者双方にとって

実りある機会になりますこと，研究者同士の親睦がさ

らに深まりますことを期待しております．

6 天気"61．2．
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刊図書案内

表 題 編 著 者 出 版 者 出版年月 定 価 ISBN-13 備 考

圧縮性流体力学―内部
流れの理論と解析

松尾一泰

のかたちになるま
で

John D.Cox
堤 之智：訳

丸善出版 2013.12 ￥3,200 97846210874

オーム社 2013.12 ￥3,600 9784274069697

嵐の正体にせまった科
学者たち 気象予報が
現代

新

表 平成25・26
年（理科年表シリーズ）

国立天文台 丸善出版 2013.12 ￥2,000 9784621087374

気候変動はなぜ起こる
のか グレート・オー
シャンコンベヤーの発
見

ウォーレス・ブ
ロッカー
川幡穂高，眞中
卓也，大谷壮矢，
伊左治雄太：訳

講談社 2013.12 ￥860 9784062578462

気象予報士完全合

97

環境キーワード事典 日経エコロジー 日経BP社 2013.12 ￥2,800 9784822277550

環境年

で決める‼気
象予報士過去問徹底攻
略

饒村 曜 新星出版社 2013.12 ￥2,500 9784405032170 改訂３版

「地球システム」を科学
する

伊勢武史 ベレ出版 2013.12 ￥1,700 9784860643768

流体の力学―水力学と
粘性・完全流体力学の
基礎

松尾一泰 オーム社 2013.12 ￥3,500 9784274069703

一万年前 気候大変動
による食糧革命，そし
て文明誕生へ

安田喜憲 イースト・プ
レス

2014.01 ￥1,750 9784781610559

衣服と気候 気象ブッ
クス

田村照子 成山堂書店 2014.01 ￥1,800 9784425553815

帝国日本の気象観測
ネットワーク 満洲・
関東州

山本晴彦 農林統計出版 2014.01 ￥3,400 9784897322841

注：表中で定価はすべて本体価格（税別）です（特記したものを除く）．

格教
本―ここが出る‼

饒村 曜 新星出版社 2013.12 ￥2,000 9784405032163 改訂３版
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